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Was MAYUZUMI Toshiro a Cultural Figure Ahead of His Time? A Maverick? A Rebel? 






















肩上がりであった。例えば 1956 年を例にとると、各社の制作本数は、松竹 82、東宝 98、
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史郎（1907-1959）が 150 本以上、伊福部昭（1914-2006）が 4000 本以上、早坂文雄（1914
-1955）が約 100 本、團伊玖磨（1924-2001）が約 120 本、奥村一（1925-1994）が 60 本以
上、芥川也寸志（1925-1989）が約 120 本、佐藤勝（1928-1999）が 300 本以上、黛敏郎（1




56 年）の「第五章 映画音楽」において、黛は次のように述べている。 
 
考えてみると、現代音楽の各分野で映画音楽の占めている比重は大へん大きい。僕た
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2. 黛敏郎の映画音楽技法論 ——「客観主義的映画音楽」—— 
 
本節では、映画音楽技法に関する黛敏郎の議論を見てゆきたい。 
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3 「その・1」にあたるのは、同誌 1971 年 12 月下旬号に掲載された「日本映画音楽史を形作
る人々 黛敏郎 戦後派作曲家の登場」（107-112）である。 
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